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スペースが確保できていない。今後の整備については支社の判断。 

言葉の暴力も多く発生している。

会社として対策はうたないのか。 

 暴力行為を発生させないことが大前提。 

 加害を受けた社員へのバックアップは会社として最後までおこなう。 

 示談を勧めることはしない。 

発生していることは認識しているが、

対応は非常に難しい。現場で相談して

欲しい 暴力行為を発生させないための

設備整備も強く要請する！ 
了解。 

社員への暴力行為の発生件数は。 2012 年度上期で 123 件の報告があっ

た。統計上、年末時期、乗降の多い乗

換駅の改札口やホーム上。時間帯では

17～22時に多く発生している。 

駅長事務室や窓口の後方などを

使用している。特に、現金を扱う

場所は現金事故の危険がある。 

支社の判断になるが、社員の働きやす

さという観点も考慮していきたい。 


